
10 笑顔のために　No.421

数字で見る一般質問　～市政を問う～

２月定例会の一般質問
18人の議員が１人１時間の持ち時間の中で、市の行財政全般についての執行状況や将来
への考え方等を問い、適切に進んでいるかをチェックしました。また多くの議員は、市に
対して施策の提言も行いました。
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■ 発言項目総数

213
■ 発言要旨（小要旨含む）総数　

42の発言項目
の内訳

総質問時間
17.25時間

コロナ関係

ゼロカーボン関係

学校関係観光需要

健康増進

その他
障がい者施策、雇用、避難
所、LGBTQIA、農業、森
林、消防団、交通渋滞など

佐野　和彦 議員　 →P11
・新型コロナウイルス感染症
・ゼロカーボンシティ

村　岳瑠 議員　 →P11
・子育てしながら働きやすい環境
・コロナ禍の医療提供体制

中村　憲一 議員　 →P12
・コロナ禍で影響を受けている
　外食産業
・成人式の中止の影響と代替事業
・ゼロカーボンシティ

近藤　千鶴 議員　 →P12
・LGBTQIAと制服の自由
・新稲子川温泉ユー・トリオと
　内房地区の活用

諏訪部孝敏 議員　 →P13
・新型コロナウイルス感染症
・障がい者施策の計画及び諸課題
・南部地域の通勤渋滞解消と
　道路改良

植松　健一 議員　 →P13
・ゼロカーボンシティ
・富士宮市の顔

小松　快造 議員　 →P14
・小中学校での危機管理指導
・コロナ禍の子どもへの心理的
　影響
・これからの農業
・ゼロカーボンシティ

深澤　竜介 議員　 →P14
・新型コロナワクチンの接種
・歯と口の健康づくり
・修学旅行の受入れとＮＨＫ
　大河ドラマ

齋藤　和文 議員　 →P15
・コロナ禍、コロナ後の対応と要望

遠藤　英明 議員　 →P15
・令和３年度富士宮市予算編成
・脱炭素2050年へ

松永　孝男 議員　 →P16
・コロナ禍を乗りきるために

鈴木　　弘 議員　 →P16
・認知症にならないために
・森林における新たな取組
・ゼロカーボンシティとSDGs

望月　則男 議員　 →P17
・県道75号
・芝川中学校校舎改築事業

若林志津子 議員　 →P17
・デジタル化について
・避難所生活

佐野　　孜 議員　 →P18
・北部地域自然環境の保全と観光
　資源
・富士登山の方向性
・学校教育環境の整備

渡辺　佳正 議員　 →P18
・クラスター防止対策
・新型コロナウイルス
・コロナ禍の雇用実態と支援制度
　
野本　貴之 議員　 →P19
・学校教育の充実と取組
・図書館の読書バリアフリー

稲葉　晃司 議員　 →P19
・富士医療圏の現状と課題
・富士宮市消防団の環境


